
満
洲
に
対
す
る
日
韓
研
究
者
の
ま
な
ざ
し

ー
コ
二
O
世
紀
満
洲
歴
史
事
典
』
韓
日
合
同
書
評
国
際
会
議
」

二
O
一
二
年
一
二
月
に
吉
川
弘
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
二

O
世
紀

満
洲
歴
史
事
典
』
（
以
下
、
事
典
と
略
記
）
は
、
戦
後
初
の
満
洲
に
関
す

る
事
典
で
あ
る
。
編
者
は
貴
志
俊
彦
（
京
都
大
）
、
松
重
光
浩
（
日
本
大
）
、

松
村
史
紀
（
宇
都
宮
大
）
の
三
名
、
執
筆
者
は
一

O
五
名
、
項
目
数
は

入
O
五
。
八
四
O
頁
に
及
ぶ
大
冊
で
あ
る
。
刊
行
後
、
居
内
で
は
こ
れ

ま
で
に
、
『
東
方
』
三
八
九
号
（
二
O
一
一
一
一
年
七
月
、
評
者
は
田
中
剛
）
と
「
史

学
研
究
』
二
八
二
号
（
向
年
二
一
月
、
湯
川
真
樹
江
）
に
書
評
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
編
者
の
貴
志
か
ら
総
説
執
筆
者
に
韓
国
で
の
書
評

会
開
催
の
連
絡
が
届
い
た
の
は
、
二

O
二
二
年
一

O
月
中
旬
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
「
来
年
三
月
に
、
韓
国
満
洲
学
会
が
事
典
の
書
評
会
を
開
催

し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
韓
国
側
の
コ
メ
ン
ト
の
前
に
、
総
説
の

パ
ト
ト
ご
と
に
、
①
近
年
の
研
究
動
向
、
②
事
典
項
目
選
定
の
方
針
と

参
加
記
｜柴

田

陽

そ
の
特
徴
、
③
残
さ
れ
た
課
題
、
以
上
の
三
点
に
つ
い
て
日
本
側
が
報

告
す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
担
当
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
の

が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
で
あ
る
。
そ
の
後
ま
も
な
く
参
加
メ
ン
バ
ー

が
決
ま
り
、
ニ

O
一
四
年
一
丹
末
ま
で
に
各
自
①
j
③
に
つ
い
て
ま
と

め
た
報
告
概
要
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

会
議
一
ヶ
月
前
の
二
月
上
旬
に
は

E
本
側
の
報
告
概
要
が
出
そ
ろ

い
、
貴
志
を
通
じ
て
韓
盟
側
に
送
付
さ
れ
た
。
そ
の
報
告
概
要
は
急
ピ
ッ

チ
で
韓
国
語
に
訳
さ
れ
、
韓
国
側
の
報
告
概
要
、
上
記
の
田
中
・
湯
川

書
評
と
と
も
に
全
一
五
四
買
の
予
稿
集
（
密
l
）
と
し
て
製
本
さ
れ
、

会
議
参
加
者
全
員
に
配
付
さ
れ
た
。
短
時
日
で
立
派
な
予
稿
集
を
作
成

し
、
垂
れ
幕
（
図
2
）
ま
で
用
意
し
て
く
れ
た
韓
国
側
の
ホ
ス
ゼ
タ
リ

テ
ィ
に
は
、
た
だ
た
だ
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
一
二
月
一
三
日
夕
刻
に
会
議

ト

ン

ア

ソ

ク

h

ア

ン

プ

サ

ン

開
鑓
場
所
で
あ
る
東
亜
大
学
校
石
堂
博
物
館
話
（
釜
山
広
域
布
）
に
集

2 『東方j401号（2014年7月号）



合
し
た
日
本
側
メ
ン
バ
ー
は
、
韓
国
側
参
加
者
の
方
々
と
夕
食
を
共
に

し
た
。三

月
一
四
百
の
釜
山
は
、
前
日
の
曇
り
空
か
ら
一
転
、
清
々
し
い

青
空
が
広
が
っ
て
い
た
。
午
前
中
に
釜
山
近
代
歴
史
館
（
旧
東
洋
拓
殖

ヨ
ン
ド
ゥ
サ
ン

釜
山
支
店
）
と
龍
頭
山
公
闘
を
見
学
し
た
後
、
午
後
一
時
よ
り
会
議
が

始
ま
っ
た
。
会
議
の
正
式
名
は
「
二

O
一
四
年
慶
『
二

O
世
紀
満
洲
歴

史
事
典
』
韓
日
合
同
書
評
国
際
会
議
」
で
あ
り
、
東
亜
大
学
校
石
堂
学

術
設
、
韓
国
満
洲
学
会
、
自
本
学
術
振
興

会
（
科
学
研
究
費
諦
助
金
・
基
盤
研
究
（
A
）

「
東
ア
ジ
ア
域
内
一

0
0年
間
の
紛
争
・
協
調

の
軌
跡
を
非
文
字
史
料
か
ら
読
み
解
く
」
（
研

究
代
表
者
貴
志
）
）
の
共
催
で
あ
る
む
際
会

パ
タ
ウ
ン
ギ
ョ
ン

式
は
朴
銀
卿
（
東
軍
大
）
が
司
会
を
務
め
、

シ
ン
テ
ガ
プ

会
場
校
の
辛
太
甲
（
東
亜
大
）
よ
り
閉
会

イ
ム
ソ
ン
モ

の
挨
拶
、
溝
洲
学
会
副
会
長
の
任
城
模

陸

悶2

（
配
臨
大
）
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
辛
は
学
問
の
基
礎
を
築
く
こ
と

が
学
者
の
責
務
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
事
典
編
纂
は
重
要
な
仕
事
で
あ

る
と
述
べ
、
編
者
た
ち
の
努
力
を
讃
え
た
。
任
は
、
満
洲
学
会
で
は
六

年
前
に
中
国
の
安
東
市
で
日
韓
研
究
者
に
よ
る
国
捺
会
議
を
開
い
た
こ

と
が
あ
る
が
、
今
回
の
よ
う
に
多
く
の
日
本
人
研
究
者
を
韓
躍
に
招
い

て
会
議
を
開
く
の
は
初
め
て
で
あ
る
と
、
会
議
の
意
義
を
強
課
し
た
。

続
い
て
、
「
総
論
」
「
政
治
」
「
経
済
」
パ

i
ト
を
扱
う
第
一
部
が
、

松
重
の
司
会
で
一
時
一
五
分
か
ら
始
ま
っ
た
。
会
議
の
進
行
は
、
パ
ー

ト
ご
と
に
ま
ず
日
本
側
が
上
述
の
①
j
③
に
つ
い
て
述
べ
、
次
に
韓

国
側
が
そ
れ
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
と
い
う
形
式
が
と
ら
れ
た
。
各

報
告
は
日
本
傑
・
韓
国
側
と
も
に
予
稿
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
概
要

に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
概
要
は
、
多
少
修
正
を
加
え
た
う

え
で
、
満
洲
学
会
よ
り
六
月
に
刊
行
予
定
の
吋
満
洲
研
究
（
M
2
5払
え

認
患
の
げ
ロ
氏
自
白

E
5）
』
誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
報
告
の
詳
細
は
関
誌
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
以
下
で
は

会
議
当
日
の
議
論
の
内
容
を
熊
単
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

「
総
論
」
は
貴
志
と
松
村
が
担
当
し
た
。
満
洲
国
崩
壊
ま
で
を
扱
う

貴
志
は
、
ニ

O
世
紀
全
体
か
ら
東
北
ア
ジ
ア
全
域
を
捉
え
、
そ
の
な
か

で
満
洲
が
も
っ
て
い
る
相
対
的
な
意
味
合
い
を
考
え
査
す
た
め
、
「
二

O

世
紀
満
期
」
と
い
う
新
た
な
概
念
に
基
づ
い
て
事
典
を
編
纂
し
た
こ
と

を
強
調
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
日
本
中
心
主
義
的
な
満
洲
像
を

満洲に対する日韓研究者のまなざし3 



打
破
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
交
錯
す
る
多
様
性
と
重
層
性
を
あ
わ
せ

も
つ
場
と
い
う
新
た
な
満
洲
像
の
提
示
に
努
め
た
と
い
う
。
そ
の
反
面
、

新
た
な
像
の
実
態
の
解
暁
に
は
ま
だ
手
っ
か
ず
の
部
分
も
多
く
、
今
後

の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。
松
村
は
戦
後
の
満
洲
、
す

な
わ
ち
中
国
東
北
部
を
論
じ
る
こ
と
自
体
が
新
た
な
試
み
で
あ
り
、
な

る
べ
く
多
語
性
・
多
民
族
性
に
配
慮
し
て
項
目
を
選
ぶ
よ
う
に
し
た
こ

と
、
一
方
で
、
満
洲
閣
崩
壊
後
に
「
力
の
真
空
」
が
い
か
に
生
じ
た
か
、

そ
し
て
い
か
に
し
て
新
し
い
秩
序
に
再
編
さ
れ
た
か
と
い
う
一
連
の
過

程
の
描
写
に
重
点
を
お
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
時
期
の
全
体
像
の
提
示

を
目
論
ん
だ
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
満
洲
か
ら
中
菌
東
北
部
へ
の

移
行
過
殺
の
具
体
的
様
相
や
、
政
治
経
済
史
以
外
の
分
野
の
研
究
が
今

後
の
課
題
で
あ
る
と
し
た
。

キ
ム
ギ
フ
ン

こ
れ
に
対
し
金
基
勲
（
陸
軍
士
宮
学
校
）
は
、
事
典
は
日
本
の
満
洲

研
究
の
成
果
を
集
約
し
た
も
の
で
あ
り
、
周
辺
各
国
の
学
界
に
も
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
従
来
の
満
洲
研
究

を
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
拡
張
し
、
と
く
に
戦
後
の
中
国
東
北
部
を

内
容
に
加
え
た
こ
と
が
そ
の
価
値
を
高
め
て
い
る
と
い
う
評
価
を
述
べ

た
。
そ
の
う
え
で
、
事
典
の
隈
界
と
し
て
次
の
三
点
を
挙
げ
た
。
第
一

に
、
「
満
洲
国
軍
」
な
ど
個
別
項
目
は
あ
る
が
、
軍
事
に
関
す
る
総
説

が
な
い
。
第
二
に
、
一
般
の
事
典
と
同
じ
く
五
十
音
順
の
項
目
配
列
だ

が
、
分
野
別
の
配
列
に
し
た
方
が
よ
り
ク
リ
ア
に
内
容
を
伝
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
執
筆
者
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
人
研
究
者
で
あ
り
、
結
果
と
し

て
韓
由
人
研
究
者
か
ら
み
る
と
異
論
の
あ
る
内
容
も
少
な
く
な
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
限
界
を
克
服
す
る
た
め
に
、
今
後
は
多

国
籍
の
執
筆
者
に
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
基
盤
の
事
典
を
作
成
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
い
う
意
見
を
表
現
し
た
。

「
政
治
」
は
松
重
と
大
津
武
彦
（
罷
立
公
文
書
館
）
が
担
当
し
た
。
満

洲
国
崩
壊
ま
で
を
扱
う
松
重
に
よ
る
と
、
日
本
に
お
け
る
近
年
の
満
洲

政
治
史
研
究
は
、
現
地
社
会
の
多
様
で
重
層
的
な
実
態
の
解
明
を
主
眼

と
し
、
と
り
わ
け
清
朝
期
と
の
連
続
性
や
、
多
民
族
居
住
空
間
に
着
目

し
た
研
究
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
近
年
の
研
究
成
果
を

盛
り
込
む
こ
と
に
加
え
て
、
現
地
統
治
に
関
わ
る
法
・
制
度
的
基
盤
と
、

「
植
民
地
近
代
性
」
の
議
論
と
関
わ
る
内
容
に
も
留
意
し
て
、
項
目
を

選
定
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
そ
う
し
た
意
図
を
貫
徹
で
き
な
か
っ
た

項
E
も
生
じ
た
と
い
う
。
と
く
に
「
植
民
地
近
代
性
」
の
議
論
と
関
わ

る
項
呂
は
、
研
究
蓄
積
が
十
分
で
な
く
、
帝
国
主
義
列
強
の
侵
略
性
や

現
地
支
配
層
の
暴
力
性
を
穏
蔽
・
否
定
す
る
と
の
誤
解
を
与
え
か
ね
な

い
と
い
う
危
慎
か
ら
、
き
わ
め
て
限
定
的
に
し
か
採
録
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
戦
後
を
扱
う
大
津
は
、
一
九
九
0
年
代
以
降

に
進
農
し
た
研
究
の
成
果
を
生
か
し
、
溝
淵
が
戦
後
の
中
国
東
北
部
お

よ
び
東
北
ア
ジ
ア
に
与
え
た
影
響
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
次
の
四
つ
の

論
点
に
重
点
を
お
い
て
項
自
を
選
定
し
た
と
い
う
。
第
一
に
、

E
本
人
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の
記
憶
に
と
っ
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
引
揚
げ
と
満
洲
の
語
ら
れ
方

の
問
題
。
第
二
に
、
臨
際
関
mm
の
な
か
で
の
戦
後
満
洲
と
い
う
視
角
。

第
三
に
、
国
共
内
戦
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
、
そ
し
て
社
会
主

義
体
制
へ
の
移
行
の
問
題
。
第
四
に
、
民
族
の
問
題
で
あ
る
。
今
後
の

課
題
は
、
一
九
割
五
年
か
ら
五

0
年
代
初
頭
ま
で
と
「
改
革
開
放
」
以

降
と
に
項
目
が
集
中
し
て
い
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
克
瓶
し
、
こ
の
二
つ

の
時
期
に
挟
ま
れ
た
三

O
年
弱
の
時
期
に
対
す
る
研
究
を
進
展
さ
せ
、

空
自
を
埋
め
る
こ
と
だ
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
金
泰
関
（
延
辺
大
）
は
、

韓
国
お
よ
び
中
国
朝
鮮
族
の
視
点
か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
と
思
わ
れ
る

項
目
（
龍
井
、
朱
徳
海
な
ど
悟
島
関
連
項
目
が
中
心
）
の
具
体
案
を
示
し
、

ま
た
実
際
と
は
異
な
る
時
期
に
分
類
さ
れ
た
項
目
（
例
え
ば
、
「
懇
民
会
」
）

の
存
在
を
指
摘
し
た
。

「
経
済
」
は
上
田
貴
子
（
近
畿
大
）
と
環
瀬
進
（
長
野
大
）
が
担
当
し
た
。

上
田
に
よ
る
と
、
満
洲
に
お
け
る
満
洲
酉
成
立
前
夜
の
時
期
は
、
単
に

日
本
植
民
地
支
配
深
化
の
一
段
階
と
一
一
一
一
口
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
間
に

自
然
環
境
か
ら
社
会
に
い
た
る
ま
で
、
多
方
面
に
わ
た
る
大
き
な
変
動

の
あ
っ
た
こ
と
が
、
近
年
の
研
究
で
解
明
さ
れ
た
。

E
本
史
研
究
者
だ

け
で
な
く
、
中
国
史
研
究
者
に
よ
る
満
洲
研
究
が
活
発
化
し
た
こ
と
が
、

そ
の
よ
う
な
研
究
の
進
展
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
人
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
組
織
や
企
業
・
産
業
・
商
慣
習
・
経
済
人

を
項
目
と
し
て
と
り
あ
げ
た
と
い
う
。
だ
が
、
満
洲
経
済
で
重
要
な
位

置
を
占
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
解
明
が
進
ん
で
い
な
い
経

済
組
織
（
例
え
ば
、
奉
天
兵
工
廠
、
京
奉
線
）
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
研
究

が
待
た
れ
る
と
述
べ
た
。
塚
瀬
は
満
洲
国
期
の
研
究
が
盛
ん
な
反
面
、

戦
後
に
関
す
る
研
究
や
、
満
洲
時
期
か
ら
戦
後
ま
で
を
連
続
的
に
考
察

す
る
研
究
の
蓄
積
は
少
な
い
と
い
う
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
、
戦
後
の
項

目
は
で
き
る
だ
け
満
洲
国
期
の
状
況
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
、

総
説
で
も
清
朝
期
か
ら
戦
後
ま
で
の
経
済
変
容
を
連
続
的
に
理
解
で
き

る
よ
う
、
記
述
を
工
夫
し
た
と
い
う
。
今
後
の
課
題
は
、
政
治
権
力
の

実
施
し
た
経
済
政
策
が
地
域
社
会
に
与
え
た
影
響
を
具
体
的
に
解
明
す

る
こ
と
に
あ
る
と
し
た
。

チ
ョ
ン
ジ
ホ
キ
ヨ
ン
と

こ
れ
に
対
し
、
韓
関
側
は
二
人
が
コ
メ
ン
ト
し
た
。
鄭
杜
鋳
（
慶
熊
大
）

は
、
初
期
の
満
洲
開
拓
に
お
い
て
朝
鮮
人
が
果
た
し
た
役
割
が
軽
視
さ

れ
て
い
る
、
項
目
聞
の
叙
述
の
一
貫
性
に
問
題
が
あ
る
（
項
目
「
張
学
良
」

と
「
張
作
諜
」
が
長
い
併
だ
と
い
う
）
、
「
植
民
地
近
代
性
」
の
議
論
に
関

連
し
て
、
事
典
の
経
済
面
の
記
述
が
収
奪
よ
り
も
開
発
に
偏
っ
て
い
る
、

チ
ヨ
ン
ア
ン
ギ
コ
リ
ヨ

と
い
う
一
一
一
点
を
指
擁
し
た
。
続
い
て
鄭
安
基
（
高
麗
大
）
は
次
の
諸
点

を
指
摘
し
た
。
ま
ず
、
東
北
ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
を
掲
げ
る
割
に
は
日

本
と
の
関
連
が
強
調
さ
れ
す
、
ぎ
で
、
日
本
中
心
主
義
を
乗
り
越
え
て
い

な
い
部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
点
。
次
に
、
「
植
民
地
近
代
性
」
の
議
論

と
関
わ
る
項
目
は
、
鄭
杜
鎮
の
意
見
と
は
異
な
り
、
誤
解
を
避
け
る
た

め
か
過
度
に
禁
欲
的
に
一
記
述
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
の
意
見
に
よ

満前｜に対する日韓研究者のまなざし5 



る
と
、
収
奪
か
開
発
か
と
い
う
問
題
は
経
済
研
究
で
は
避
け
ら
れ
ず
、

他
国
の
研
究
者
と
議
論
す
る
な
か
で
合
意
点
を
見
出
そ
う
と
す
る
姿
勢

が
重
要
だ
と
い
う
。
他
に
、
民
族
資
本
（
例
え
ば
、
京
城
紡
積
）
に
関
す

る
記
述
が
乏
し
い
点
や
、
朝
鮮
と
満
洲
経
済
の
比
較
史
・
関
係
史
的
研

究
が
十
分
で
な
い
と
い
う
点
も
指
摘
で
き
る
と
述
べ
た
。
以
上
の
第
一

部
が
終
了
し
た
の
は
三
時
四
O
分
で
あ
っ
た
。

ハ
ン
ギ
ュ
チ
ョ
ル

「
文
化
」
「
民
族
」
「
環
境
」
パ
！
ト
を
扱
う
第
二
部
は
、
韓
圭
哲

キ
ヨ
ン
ソ
ン

（
慶
星
大
）
の
司
会
で
四
時
か
ら
始
ま
っ
た
。
「
文
化
」
を
担
当
し
た
梅

村
卓
（
明
治
学
院
大
非
常
勤
講
師
）
は
、
満
洲
国
期
に
つ
い
て
は
日
本
人

の
文
学
活
動
を
中
心
に
比
較
的
研
究
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以

外
の
時
期
や
民
族
に
関
す
る
研
究
は
決
し
て
盛
ん
と
は
い
え
な
い
。
そ

こ
で
項
目
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
二
点
に
注
意
し
た
と
い
う
。
第

一
に
、
満
洲
国
期
の
呂
本
人
の
文
化
だ
け
で
な
く
、
漢
民
族
や
少
数
民

族
の
文
化
も
積
極
的
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
。
第
二
に
、
政
治
色
が
強
く

な
る
社
会
主
義
下
の
中
国
東
北
部
に
つ
い
て
も
、
共
産
党
の
メ
デ
ィ
ア

機
関
や
映
画
な
ど
で
き
る
限
り
文
化
的
側
面
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
で
あ

る
。
今
後
の
課
題
は
、
満
洲
国
期
に
お
け
る
漢
民
族
や
満
洲
国
期
以
外

の
時
期
に
関
す
る
研
究
、
文
学
だ
け
で
な
く
歴
史
学
・
社
会
学
・
文
化

人
類
学
な
ど
か
ら
の
文
化
研
究
を
活
発
化
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
た
。

キ
ム
ジ
ェ
ヨ
ン
ウ
ォ
ン
グ
ワ
ン

こ
れ
に
対
し
金
在
湧
（
円
光
大
）
は
、
満
洲
に
お
け
る
朝
鮮
人
作
家
の

活
動
に
関
す
る
項
B
が
不
十
分
で
あ
る
点
を
指
摘
し
た
。
彼
の
考
え
で

ア

ン

ス

ギ

ル

カ

ン

ギ

ョ

ン

エ

は
、
「
安
寿
吉
」
の
項
自
を
立
て
る
の
な
ら
「
美
敬
愛
」
も
必
要
で
あ

る
し
、
『
満
洲
詩
人
集
』
「
在
満
朝
鮮
詩
人
集
』
な
ど
の
作
品
集
も
言
及

が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
。
ま
た
、
中
国
人
作
家
の
活
動
に
つ
い
て

も
、
「
『
文
選
こ
の
項
目
が
あ
っ
て
「
『
芸
文
志
こ
が
な
い
の
は
バ
ラ

ソ
ジ
ェ
ギ
ル
ヲ
ン
ミ
ン

ン
ス
を
欠
く
と
述
べ
た
。
徐
在
吉
（
国
民
大
）
は
、
事
典
は
文
化
生
産

の
主
体
・
発
信
者
に
重
点
が
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
の
内
容
や
受
容
・
受
信

者
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
た
め
、
無
味
乾
燥
な
記
述
が
少
な
く
な
い
と
批

判
し
た
。
ま
た
、
在
満
朝
鮮
人
の
教
育
や
予
東
柱
に
関
す
る
項
目
が
な

い
こ
と
が
残
念
で
あ
る
と
述
べ
た
。

「
民
族
」
を
担
当
し
た
柳
津
明
（
早
稲
田
大
）
に
よ
る
と
、
一
七
世
紀

以
降
の
満
洲
は
大
規
模
な
人
口
移
動
と
そ
れ
に
伴
う
民
族
集
団
の
再
編

が
繰
り
返
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
、
近
年
そ
の
具
体
的
様
相
の
解
明
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
満
洲
国
期
の
民
族
政
策
全
般
に
つ
い
て
の
研

究
が
現
れ
る
一
方
で
、
中
華
民
国
期
や
満
洲
居
期
の
個
々
の
民
族
に
注

目
し
た
研
究
は
み
る
べ
き
成
果
が
乏
し
い
。
ま
た
、
戦
後
の
民
族
再
編

成
に
つ
い
て
も
、
東
北
部
に
特
ル
出
し
た
研
究
は
少
な
い
と
い
う
。
事
典

は
モ
ン
ゴ
ル
族
と
朝
鮮
族
に
関
す
る
項
目
が
相
対
的
に
充
実
し
て
い
る

こ
と
、
満
洲
間
期
に
つ
い
て
は
白
系
ロ
シ
ア
人
や
タ
タ
i
ル
人
と
い
っ

た
マ
イ
ナ
ー
な
民
族
に
も
吉
配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
特
色
が
あ

る
。
今
後
は
多
様
な
文
化
を
持
つ
満
洲
の
諸
民
族
の
一
つ
と
し
て
漢
民

族
を
相
対
化
し
、
そ
の
社
会
や
文
化
の
特
徴
を
描
き
出
す
こ
と
な
ど
が
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ユ
ン
フ
ィ
タ
ク

課
題
と
な
ろ
う
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
予
輝
鐸
は
、
民

族
と
関
わ
る
各
項
目
が
並
列
的
で
「
有
機
的
叙
述
」
に
乏
し
く
、
民
族

問
の
関
係
・
葛
藤
・
対
立
な
ど
に
つ
い
て
は
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
こ
と
、
ま
た
民
族
抵
抗
運
動
を
取
り
締
ま
る
役
割
を
果
た
し
た

地
方
政
府
や
警
察
に
関
す
る
項
目
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

「
環
境
」
は
筆
者
が
担
当
し
た
む
事
典
の
環
境
項
自
は
安
富
歩
・
深

尾
葉
子
一
編
守
満
洲
」
の
成
立
」
に
強
い
影
響
を
受
け
て
お
り
、
一
九

世
紀
中
葉
か
ら
ニ

O
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
め
ざ
ま
し
い
経
済
成
長

が
、
短
時
間
で
の
環
境
破
壊
と
引
き
換
え
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
、
開
書
が
提
示
し
た
新
た
な
満
洲
像
を
読
者
に
提
供
し

て
い
る
。
そ
の
反
面
、
事
典
は
同
書
の
鰐
題
点
を
も
抱
え
込
む
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
満
洲
内
部
の
地
域
性
に
対
す
る
考

慮
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
今
後
し
ば
ら
く
は
満
洲
全
体

を
視
野
に
入
れ
つ
つ
も
、
各
地
域
の
文
脈
を
考
慮
し
た
環
境
史
研
究
の

蓄
積
が
幅
広
く
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
任

域
模
は
、
環
境
項
目
を
事
典
の
一
つ
の
柱
と
し
た
こ
と
に
東
日
本
大
震

災
の
影
響
は
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
競
馬
場
な
ど
他
に
も
と
り
あ
げ
る

べ
き
項
自
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
以
上
の
第
二

部
が
終
了
し
た
の
は
五
時
間

O
分
で
あ
っ
た
。

「
総
合
討
論
」
は
、
貴
志
と
金
基
勲
の
司
会
で
五
時
五
五
分
か
ら
始

ま
っ
た
。
ま
ず
、
フ
ロ
ア
か
ら
韓
国
人
研
究
者
二
名
が
意
見
を
表
明
し

た
。
意
見
の
趣
官
は
、
項
自
に
よ
っ
て
は
一
つ
の
時
期
に
収
ま
ら
な
い

も
の
が
あ
る
、
満
洲
間
期
の
文
化
政
策
が
現
地
で
い
か
に
受
容
さ
れ
た

か
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
記
述
す
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

続
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
一
連
の
韓
関
傑
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
、
日
本

儲
か
ら
一
一
…
名
が
応
答
し
た
。
事
典
全
体
に
関
し
て
貴
志
は
、
韓
国
側
が

毘
緊
協
力
の
必
要
性
を
指
捕
し
た
こ
と
に
対
し
、
こ
の
問
題
は
日
本
側

だ
け
で
な
く
韓
国
側
に
も
向
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
返
し

た
。
と
い
う
の
も
、
事
典
作
成
に
あ
た
っ
て
韓
国
や
中
関
の
研
究
者
に

執
筆
協
力
を
再
三
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
方
か
ら
断

ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
本
人
に
協
力
し
て
満
洲

に
関
す
る
著
作
を
発
表
す
る
こ
と
は
、
両
国
で
は
依
然
と
し
て
微
妙
な

跨
題
で
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
い
つ
か
増
補
版
を
刊
行
す
る
捺

は
ぜ
ひ
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
希
望
を
述
べ
た
。
ま
た
、
主
に
韓

国
お
よ
び
中
国
朝
鮮
族
の
視
点
に
基
づ
く
形
で
指
摘
が
な
さ
れ
た
一
項
目

の
不
備
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
認
め
つ
つ
も
、
最
近
の
満
洲
研
究
の
成

果
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
項
目
選
定
の
第
一
義
と
し
た
た
め
、
重
要
な

も
の
で
も
最
近
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
項
自
を
立
て
な
か
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
政
治
」
に
関
し
て
松
重
は
、
軍
事
に
関
す
る
総
説
を
設
け
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
、
満
洲
に
関
す
る
箪
事
史
研
究
の
躍
が
日
本
で
は
薄
く
、

適
任
者
を
見
出
せ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
各
国
の
震

満洲に対する自韓誹究者のまなざし7 



即
史
認
識
と
関
わ
り
、
会
議
で

も
質
問
や
反
論
が
相
次
い
だ

民
族
問
の
連
関
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

力
量
不
足
で
う
ま
く
扱
え
な

か
っ
た
と
言
明
し
た
。
間
様

に
多
く
の
冊
一
口
及
が
あ
っ
た
抗

日
運
動
に
つ
い
て
は
、
重
要

な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

は
い
る
も
の
の
、
あ
ま
り
に

強
調
し
す
ぎ
る
の
は
民
族
の

問
題
を
却
っ
て
わ
か
り
に
く

く
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

反
論
し
た
。
「
経
済
」
に
関
し
て
塚
瀬
は
、
事
典
は
満
洲
を
開
発
か
侵

略
か
の
ど
ち
ら
か
の
観
点
で
論
じ
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た

二
項
対
立
的
な
問
題
設
定
は
、
従
来
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で

は
あ
る
が
、
あ
ま
り
生
産
的
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
と
述
べ
た
。
最

後
に
金
基
勲
・
辛
太
甲
・
朴
銀
卿
か
ら
の
短
い
挨
拶
と
、
集
合
写
真
（
図

3
）
撮
影
が
あ
り
、
会
議
は
六
時
半
に
終
了
し
た
。

以
上
、
当
日
の
議
論
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、

今
田
の
会
議
は
ま
さ
に
満
洲
に
対
す
る

E
韓
研
究
者
の
ま
な
ざ
し
が
交

錯
す
る
場
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
会
議
終
了
後
に
コ
モ
ド
ホ
テ
ル

で
催
さ
れ
た
懇
親
会
に
お
け
る
議
論
も
含
め
、
双
方
の
見
解
は
一
致
を

み
た
部
分
も
あ
る
し
、
す
れ
違
い
の
ま
ま
終
わ
っ
た
部
分
も
あ
る
。
し

か
し
、
ま
ず
は
こ
う
し
て
互
い
の
意
見
を
戦
わ
せ
る
場
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
こ
そ
を
喜
ぶ
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
日
韓
の
満
洲
研

究
は
「
キ
ャ
ッ
チ
ボ

i
ル
」
が
可
能
な
段
暗
に
ま
で
は
弼
達
し
て
い
る

の
だ
、
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
。
こ
の
拙
い
紹
介
が
事
典
読
者
の
増
加
、

な
ら
び
に
溝
洲
研
究
の
さ
ら
な
る
深
化
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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